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 「障害」これはある人とない人がいて、私はその人達の間に少しの壁を作ってしまうも

のだと思っています。ここからは私の三つの体験談をもとに話します。 

 去年、町を歩いていた時、私は初めて白杖を持っている人を見かけました。その時は、

意外と近くにこういう人がいるんだ、少しめずらしい人だ、という印象をもちました。ま

た別の日、ある場所で行われたお祭りで車椅子の人を見かけました。このように障害があ

る人とない人、お互いに楽しむことのできる行事があることはとてもいいことだと思い

ました。 

 小学生の時、近くの支援学校との交流会がありました。その学校にはたくさんの子供が

いて、高校生までが通うことができます。その日の交流会では私達と同じ年齢の小学生と

様々な自作のおもちゃで遊びました。そこに居た小学生に対してわたしはどのように接

したらいいのか分かりませんでした。ですが次第に、この子供達は少し世話をやきたくな

るような同じ小学生の友達なんだという気持ちに変わっていきました。何回か行われた

交流会が友達と会え、遊べる日という認識をしていました。 

 中学生に上がって今のクラスメートとは二年半一緒に過ごしてきました。ですがこの

前に一人のクラスメートが何かの障害を持っていることを友達から聞き、知りました。そ

れを聞いた時の私は驚きましたが、嫌だなという気持ちには全くなりませんでした。入学

してすぐにそのことを知ってしまっていたら、私はそのクラスメートに対して避けたり

してしまうことがあったかもしれないと思いました。なぜこのことを聞いたタイミング



によって私自身の態度が変わってしまうのかを考えてみました。そうして思い付いたこ

とは、私はその人のことを知っているからということです。初めの全く知らない私だった

ら、障害者という言葉でまとめて私自身が嫌になってしまっていたかもしれません。です

が、二年半一緒に過ごしてきた一人のクラスメートとしてその人の性格やこれまでのこ

とを知っていたからこそ嫌になることはなかったと考えられます。 

 これまでの三つのことで分かったことは、私が知らないだけでこの世界には様々な障

害を持っている人がたくさん居ること、私の身近にもたくさん苦労している人がいるこ

とです。私が障害を持っている人に思っていたことは、大変そうだなとかどこか他人事で

す。でも、いつか私自身が何かの障害を持つことになるかもしれないし、もしかしたら障

害を持っていたかもしれないといったたくさんの可能性があると気づかされました。こ

れからはできることは少ないと思いますが、そんな人達を少しでも支援することができ

るような立場でありたいと思いました。 


